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２名の教員が担当した計 13 科目について，受講生が 15 回目授業で科目の到達目標の達成度評価を行っ

た．データ分析の結果，各科目で設定された３つの到達目標の達成度評価はすべて高い，低い，高低の

違いがある，の３つの傾向であった．到達目標の達成度と成績は全体的には関連しなかった．成績と照

らし合わせると，達成度を過大評価，過小評価する回答群の割合も比較的高かった．成績は，到達目標

の達成度評価の未回答群は回答群より低かった．ディプロマポリシーの達成度を客観的に検証するため

には，学生の自己評価による到達目標の達成度評価は活用しないほうがよいと考えられる． 
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1. はじめに 

本稿の目的は，授業の到達目標の達成度評価データ

と成績データとの関連性を分析し，達成度評価データ

の有効活用性を検証することある． 

大学 4 年間の学修成果のアセスメントが，卒業時の

質保証の観点で重要になる．アセスメント方法として，

国家資格試験，卒業研究(1)，専門実習，ディプロマポリ

シー（DP）の評価などがある．また，学修成果を特定

の学修成果でなく，多面的に可視化した研究もある(2)．

学修成果の中で，DP の達成度は提起する学科・学部あ

るいは大学の学位授与の方針であり，学士の称号を与

えるうえでも大変重要になる．DP の達成度に関する

学生の２，４年次の自己評価データを経年比較し，向

上度が検証されている(1)． 

大学教育では，DP に基づきカリキュラムポリシー

（CP）が策定され，カリキュラムが設計される．そし

て，学部・学科が設定するカリキュラムマップ（CM）

に基づき，４年間のカリキュラムによる DP の保証が

体系的に示される．そして CP に基づき，各科目の到

達目標が設定される．表１は，本学の特定学科におけ

る CM 内の科目例である．CM 内の各科目で原則とし

て到達目標が３つ設定され，それらの配分と，各到達

目標と関連する DP 項目が２つ以内で紐づけて明示さ

れている．CM の作成方法については，各科目の到達

目標は１つ(3)，各科目と強く関連する DP 項目の個数

に上限なし(4)，など多様である．科目の到達目標の達

成度が十分であれば，その科目と強く関連する DP の

達成に寄与したとみなせる． 

通常，各科目の学修成果の評価に基づき成績評価さ

れ，その結果が学生にフィードバックされる．科目の

到達目標が１つの場合は，成績評価が到達目標の達成

度そのものになる．しかし，到達目標が２つ以上の科

目の場合，成績評価データから科目の到達目標の達成

度を把握できない．上述の通り，CM の中で設定され

た各科目の到達目標の達成度の検証を通じて DP が保

証されることから，達成度の定量的なアセスメントは

重要である． 

各科目の到達目標の評価方法として，授業担当教員

による評価と，学生による評価がある．前者の場合，

個別学生に関して到達目標の達成度を学修成果に基づ

き教員が評価することになる．しかし，授業担当教員

が課す学修成果は，個別の到達目標でなく２つ以上の

JSiSE Research Report 
vol.34,no.6(2020-3)

－229－



到達目標を含むことが多いため，複数の到達目標を個

別に定量化しにくい．一方，後者の場合，学生が個別

に到達目標を自己評価するため，データ収集しやすい．

しかし，学生が客観的に到達目標の達成度を自己評価

しているかを検証するために，多様なデータも用いて

検証することが重要になる． 

科目の到達目標の達成度を学生が自己評価した実践

研究として，身体表現（体育）(5)，母性看護学援助論(6)

など，科目の初回，中間，最終回の授業で達成度評価

を行い，有意差がみられるか検証した研究が多い．２

科目に関して，初回１回目より最終回 15 回目の授業

で到達目標の達成度評価が有意に向上したことを検証

し，また２か年の達成度評価データを収集して前年度

との違いを比較検証した(5)．また，各科目で DP の各

項目に関する到達目標をルーブリック形式で設定し，

２科目に関して，８つの DP 項目のすべてにおいて，

中間より最終回の授業で到達目標の達成度評価が有意

に高かったことを検証した(6)．また，９回分授業に関

して，各授業回の到達目標の達成度評価と自修時間の

関係性をデータ分析した結果，双方が相互関係にある

可能性があり，双方の伸びにズレを生じさせつつも相

互的に上昇していく傾向を見出している(7)．また，重

回帰分析の結果，理学療法臨地実習の到達目標の達成

に強く影響する独立変数は，「時間的ゆとり」 「ロー

ルモデル」 「理解・尊重」 「情報提供者」の 4 つで

あると分析した(8)． 

本稿では，本学の 2019 年度の前期に２名の教員が

担当した 13 科目で，授業の到達目標の達成度を学生

が自己評価したデータを収集・分析する．本学の教員

は，個別学生に関する授業の到達目標の達成度評価デ

ータを管理できる情報システム環境であった．授業担

当教員は，達成度の言語表現の設定やデータのダウン

ロードを各自で行い，個別学生に関する他のデータと

関連させて分析できた．本稿では，受講生の達成度評

価のデータと成績データを関連させて分析し，達成度

評価データの有効活用性を検証する． 

2. 方法 

2.1 分析対象の科目 

分析対象となった科目は，２名の教員が担当した，

2019 年度の前期に開講された全学共通科目および専

門科目の計 13 科目であった． 

2.2 評定時期 

到達目標の達成度評価の実施日は，2019 年度の前期

の最後の授業回（15 回目）で，科目により異なったが

2019 年７月 22 日～26 日の期間であった．３つの到達

目標は，１回目授業時に受講生に説明されていた． 

2.3 回答学生 

回答学生は本学の学生１～４年生で，授業中にスマ

ートフォン，パソコン等で回答した．回答に要する時

間は，説明が２分程，ログインが２分程，回答は３つ

の到達目標を４段階評価であり１分程であった． 

 

表 1 カリキュラムマップ内の科目例 

主題 到達目標 
配

分

ディプロマシーの項目番号 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

テキストマイニングの

手法を理解し，アプリケ

ーションを使って既存

のテキストデータを分

析する技法と，分析結果

を的確に解釈，考察する

能力を身につける． 

テキストマイニングの

手法を理解できる 

20    〇 ◎      

アプリケーションを使

って，既存のテキスト

データを分析できる 

50    ◎ 〇      

テキスト分析結果を的

確に解釈し考察できる

30    ◎      〇

配分 学習量（授業内外の学修活動の総和）全体を 100 としたときの配分 

◎：DP 達成のため設定された項目と強い関連性がある 

〇：DP 達成のため設定された項目と相当程度の関連性がある 
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2.4 評価システム 

本学のポータルサイト「光華 navi」内に構築された

ルーブリック評価システムを使い，受講生がスマート

フォン，パソコンで回答した．授業担当教員は，評価

する事前に各科目に達成度の評価水準を入力した． 

2.5 評価の手続き 

授業担当教員が受講生に，資料配布やスクリーン投

影などの方法で科目の３つの到達目標を示し，各到達

目標の達成度を４段階「４：十分達成できた」「３：達

成できた」「２：達成できなかった」「1：全く達成でき

なかった」で，スマートフォン，パソコン等で受講生

は入力して評価した． 

2.6 データ収集 

受講生が入力した到達目標の達成度評価データは，

ポータルサイトに csv ファイルで蓄積され，評価直後

から教員はダウンロードできた．教員２名がポータル

サイトから csv データをダウンロードし，分析した． 

 

表 2 達成度評価の度数分布表 

(a) 教員 A 

科目 到達 

目標 

達成度 低い

科目4 3 2 1 平均 

A 

8 名 

38% 

①  1 4 1 2 2.5 ＊ 

② 0 6 1 1 2.6 ＊ 

③ 0 5 1 2 2.4 ＊ 

B 

6 名 

50% 

① 0 5 1 0 2.8  

② 0 5 1 0 2.8  

③ 0 4 2 0 2.7 ＊ 

C 

12 名 

63% 

① 2 8 2 0 3  

② 2 7 3 0 2.9  

③ 2 6 3 1 2.8  

D 

12 名 

32% 

① 3 8 0 1 3.1  

② 5 3 4 0 3.1  

③ 2 7 1 2 2.8  

E 

46 名 

70% 

① 5 26 14 1 2.8  

② 4 27 12 3 2.7 ＊ 

③ 4 30 10 2 2.8  

2.7 データ分析 

２名の教員が担当する計 13 科目から得られた達成

度評価データについて，以下の３つについて分析した． 

2.7.1 達成度評価の記述統計 

各科目に関して，３つの到達目標のそれぞれについ

て，達成度評価の度数分布表を作成し，平均値を算出

した． 

2.7.2 達成度評価と成績の関連性分析 

各科目に関して，３つの到達目標の達成度評価の平

均値と，素点の成績とのあいだの相関分析を行った． 

 

(b) 教員 B 

科目 到達 

目標 

達成度 低い

科目4 3 2 1 平均

F 

5 名 

100%

① 4 1 0 0 3.8  

② 0 3 2 0 2.6 ＊ 

③ 0 0 4 1 1.8 ＊ 

G 

8 名 

89% 

① 2 5 1 0 3.1  

② 1 6 1 0 3.0  

③ 0 7 1 0 2.9  

H 

8 名 

62% 

① 2 5 0 1 3.0  

② 0 6 1 1 2.6 ＊ 

③ 0 4 3 1 2.4 ＊ 

I 

62 名

57% 

① 16 42 3 1 3.2  

② 19 40 3 0 3.3  

③ 10 47 5 0 3.1  

J 

24 名

51% 

① 0 18 5 1 2.7 ＊ 

② 0 17 5 2 2.6 ＊ 

③ 0 14 8 2 2.5 ＊ 

K 

23 名

66% 

① 6 16 1 0 3.2  

② 9 13 1 0 3.3  

③ 10 11 2 0 3.3  

L 

30 名

57% 

① 3 20 7 0 2.9  

② 4 25 1 0 3.1  

③ 3 24 3 0 3.0  

M 

5 名 

36% 

① 2 2 1 0 3.2  

② 2 3 0 0 3.4  

③ 1 4 0 0 3.2  

＊2.7 以下の項目 
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また，全科目に関して，３つの到達目標の達成度評

価を２群（評定データが「４」「３」の「十分」，「２」 

「１」の「不十分」）×素点の成績を３群（80 点以上，

70～80 点未満，70 点未満）の，計６群に分けてクロ

ス集計を行った． 

2.7.3 回答者と未回答者の有意差検定 

各科目に関して，達成度評価の回答群と未回答群で

成績の平均値に有意差があるかどうかを検証するため

に，t 検定を行った． 

 

表 3 達成度と成績の相関係数 r 

(a) 教員 A 

科目 A B C D E 

相関 r 0.776* -0.771 -0.425 0.278 0.134 

(b) 教員 B 

科目 G H I J 

相関 r -0.129 0.891** 0.273* -0.175 

科目 K L M  

相関 r -0.02 0.193 0.204  

*p<0.05  **p<0.01 

 

表 4 達成度と成績のクロス集計 

十分 不十分 合計 

80 点以上 81 40 121  
(32.5%) (16.1%) (48.6%) 

70～80 点 52 14 66 

(20.9%) (5.6%) (26.5%) 

70 点未満 46 16 62 

(18.5%) (6.4%) (24.9%) 

合計 179 70 249 

(71.9%) (28.1%) (100%) 

 

表 5 達成度評価の回答群と未回答群の成績の差 

(a) 教員 A 

科目 D E 

t 値 3.43** 2.50* 

(b) 教員 B 

科目 I J K L 

t 値 5.10*** 3.09** 2.81** 2.90**

*p<0.05  **p<0.01  ***p<0.001 

3. 結果 

3.1 達成度評価の記述統計 

表２は，教員 A，B の２名に関して，各科目の回答

者数と回答率，達成度の度数分布表と平均値を示す．

表２(a)の教員 A の特徴として，科目 A で３つのすべ

ての到達目標で 2.7 以下の達成度と低い傾向であった．

また，科目 D で，到達目標①，②に比べて，到達目標

③が低い傾向であった．全体として，全５科目の平均

が 2.8 と低い傾向であった． 

一方，表２(b)の教員 B の特徴として，科目 F，H で，

３つの到達目標のあいだで達成度の平均値の差が大き

かった．科目 I，K，M で，３つのすべての到達目標の

平均値が 3.0 以上であった．また，科目 J で３つのす

べての到達目標の平均値が 2.7 以下であった．全体と

して，全８科目の平均が 3.0 と高かった． 

3.2 達成度評価と成績の関連性分析 

表３は，教員 A，B の各科目の達成度と素点の成績

を相関分析した結果である．有意な正の相関関係がみ

られた科目数は，表３(a)で５科目のうち１科目，表３

(b)で７科目のうち２科目で，全体としては 12 科目の

うち３科目であり，有意な相関がない傾向であった． 

表４は，教員 A，B の全科目の，４段階の達成度の

うち「４」「３」を「十分」，「２」「１」を「不十分」

の２段階で，素点の成績を「80 点以上」「70～80 点未

満」「70 点未満」の３段階で数値化し，両変数をクロ

ス集計表にしたものである．３つのどの成績水準でも，

達成度が「十分」の回答率は「不十分」の回答率より

高かった．カイ二乗検定の結果，達成度と成績のあい

だに有意な関連はなかった（χ=3.18, df=2, n.s.）． 

表４の結果で，成績が 80 点以上の場合，達成度が十

分は「高い成績で妥当評価」（20.9%），不十分は「過小

評価」（16.1%）とみなせる．また，成績が 70 点未満

の場合，達成度が十分は「過大評価」（18.5%），不十分

は「低い成績で妥当評価」（6.4%）とみなせる．高い，

および低い成績で「妥当評価」の回答率の合計が 38.9%

で，「過大評価」「過小評価」の回答率の合計が 34.6%

と，両者に大きな差がなかった．教員による成績評価

と学生による達成度評価のあいだに，ある程度高い不

一致がみられる． 
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3.3 回答者と未回答者の有意差検定 

表５は，教員 A，B の担当の計 13 科目のうち，到達

目標の達成度評価に回答した学生と未回答の学生の両

群が 5 名以上であった計６科目での，両群間の成績評

価の平均値を比較した結果である．t 検定の結果，６科

目のいずれも，回答群のほうが未回答群より成績は有

意に高かった． 

4. 考察 

4.1 到達目標の達成度評価 

表２のように，３つの到達目標の達成度評価が，す

べて高い，すべて低い，高低の差がある，の３つの傾

向に分かれた．この結果の主な要因として，以下の３

つが考えられる．１つめは，科目の難易度と到達目標

の水準である．到達目標の達成度評価は，たとえば全

学共通科目で基礎的な演習内容などの難易度の低い科

目では高く，専門課程で専門性の高い授業内容などの

難易度の高い科目では低くなると想定される．また，

到達目標の達成度は，到達目標を高い水準に設定する

と低く，到達目標を低い水準に設定すると高くなると

想定される．達成度評価，成績データ，科目の難易度

などを勘案して，到達目標の水準を設定して授業計画

を設計するのが重要になる．２つめは，15 回分の授業

計画である．到達目標に関する授業内容がきちんと含

まれていないと，達成度評価は低くなる．15 回分の授

業計画を通じて，３つの到達目標は達成できるかどう

か，授業計画どおりに授業運営できたかどうかの検討

が重要になる．３つめは，各教員の授業方法と教授技

能である．表２で教員 A と教員 B を比較すると，達成

度評価の平均は教員 A，B で有意差はなかったものの

（t=1.6，n.s.），教員 B（3.0）のほうが教員 A（2.8）

より 0.2 も高い値であった．この差は，授業担当教員

の授業方法の工夫や教授技能の差を反映しているかも

しれない． 

4.2 達成度評価と成績との関連性 

表３のように，科目により異なったが，全体的には

達成度評価と成績との関連はない傾向であった．科目

の到達目標の達成度について，学生の自己評価だけで

検証できないことが示される．また表４のように，教

員による成績評価の水準と，学生による達成度評価の

水準が，一致の回答率 38.9%と不一致の回答率 34.6%

で大きな差がなかった．達成度評価が過大評価

（18.5%），過小評価（16.1%）の割合は，比較的高か

った．この結果の主な要因として２つ考えられる． 

１つめは，到達目標，評価方法などの理解不足であ

る．科目の到達目標や評価方法はシラバスに明記され，

１回目授業で説明されるが，15 回目までずっと把握し

続けることは難しいかもしれない．たとえば中間の８

回目授業で，シラバスを使って科目の到達目標や評価

方法を，また表１の CM を再認識する機会が重要であ

る．本稿の評価システム「光華 navi」は，各担当教員

が達成度の言語表現を設定して評価データを随時収集

できるシステムである．到達目標の認識を深め，それ

に向けた学修行動促進のために，たとえば１回目，８

回目授業でも到達目標の達成度評価を実施するのも重

要となる．このデータ収集により，複数回の授業の達

成度評価データを比較した研究(5)(6)のように，１，８，

15 回目授業のあいだで達成度の推移を比較できる． 

２つめは，学修成果の評価観点と達成度の理解不足

である．担当教員は，到達目標の達成度を把握するた

めに課題を課すが，学生はその学修成果を自己評価す

ることが難しいかもしれない．たとえばレポート(9)や

プレゼンテーション(10)など，学修成果の評価観点をル

ーブリック等で課題提示時に明示し，その評価結果を

学生にフィードバックすることが，達成度評価の自己

評価の力を高めるうえで重要となる． 

4.3 回答の有無による成績評価の違い 

表５のように，６科目すべてにおいて，達成度評価

の回答群より未回答群のほうが成績は有意に低かった．

表２で，教員 A（51%）と教員 B（65%）の全科目の回

答率は，それほど高くなかった．この評価回答の有無

は成績に反映されなかったため，回答を敬遠する学生

が多くなったかもしれない．全受講生における各科目

の到達目標の達成度は，本稿の結果と異なることが十

分想定される． 

15 回分授業を振り返って到達目標の達成度を自己

評価することは，学力の向上の認識や今後の学修改善

につなげるなど，学生にとって重要となる．到達目標

の達成度評価の回答率を上げるために，回答時の教員

の説明方法を改善するのが重要かもしれない． 
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4.4 授業評価との関連 

本稿で実施した到達目標の達成度評価は，15 回目授

業で科目ごとに授業担当教員が促して実施した．一方，

評価結果を授業改善につなげる目的から，本学では学

生の授業評価を 10 回目授業で実施している．評価は

科目ごとでなく，特定科目で全科目分の授業評価を回

答するように授業担当教員が促している．そのため，

学生の授業評価と，到達目標の達成度評価は，評価の

方法と時期が異なる．学生の授業評価の方法は，各科

目の 10 回分授業をしっかり振り返って評価するため

に，達成度評価と同様，科目ごとに実施するのが適切

かもしれない．紙で授業評価を実施の場合，科目ごと

の実施はデータの回収，集計に手間がかかる．しかし，

ポータルサイト「光華 navi」を使って授業評価も達成

度評価も実施しているため，それほど煩雑にならずに

効率的に授業評価データも科目ごとに収集できる． 

4.5 ディプロマポリシーの達成度の検証 

表３，４のように，到達目標の達成度は成績と関連

しない傾向であった．客観的な学修成果に基づく DP

の達成度の検証では，学生の自己評価による達成度デ

ータは分析対象にはしないほうがよいかもしれない．

学修成果に基づき，各到達目標の達成度を教員が評価

できればよいが，難しい場合もあり，以下はその置き

換え方法である． 

本学では全科目について，表１の科目例のように，

各科目の３つの到達目標は全体を 100%として配分さ

れ，各到達目標は該当する DP と CM 内で紐づけされ

ている．たとえば，科目と DP の紐づけについて「◎」

を「１」，「〇」を「0.5」で数値化し，成績について「秀」

を「４」，「優」を「３」，「良」を「２」，「可」を「１」

と重みづけする．そして，各科目で紐づけ×配分×成

績で積算した値を算出し，全科目分を総和して，各 DP

の客観的な達成度を定量化できる．DP の達成度の検

証方法として，たとえば学外テストの結果に基づく方

法(11)も重要な側面をもつが，大学教育における DP と

CP の重要性を考えると，CM に基づく評価が第一に

重要になる． 

参 考 文 献  

(1) 酒井浩二, 土居淳子, Carolyn Wright, 知念葉子, 吉田

咲子, 高野拓樹, 佐滝剛弘: “卒業研究のルーブリック評

価による卒業時の質保証の検証”, 日本教育工学会研究

会報告集, JSET19-4, pp.175-182 (2019b) 

(2) 酒井浩二, 阿部一晴, 今岡義明: “4 年間の学修成果の関

連性分析による定量的可視化”, 日本教育工学会研究会

報告集, JSET19-5, pp.233-240 (2019c) 

(3) 桑田正行, 安藤芳晃, 西一樹, 中村淳, 田中勝己: “教育

の質保証評価ツールとしてのカリキュラムマップ”, 電

気通信大学紀要, 第 25 巻, 第 1 号, pp.41-50 (2013) 

(4) 田中博子, 岡村千鶴, 佐藤亜月子, 田中樹, 堀之内若名, 

定村美紀子: “地域包括ケア時代をふまえた本学科の看

護基礎教育課程の可視化 : カリキュラム・マップとカ

リキュラム・ツリーの一体化”, 帝京科学大学紀要, 第 15

巻, pp.197-203 (2019) 

(5) 佐橋由美: “幼小教職必修「身体表現(体育)A・B」の授業

内容の検討と学生の到達度評価,実践的指導力向上から

みた授業効果の検証”, 大阪樟蔭女子大学研究紀要, 第 8

巻, pp.75-86 (2018) 

(6) 鷲尾弘枝, 宮崎誠: “看護基礎教育における e ポートフォ

リオ学習の実践報告(第 4 報)母性看護学におけるルーブ

リック評価の試み”, 畿央大学, 第 16 巻, 第 1 号, pp.53-

63 (2019) 

(7) 滝沢ほだか, 横田典子, 野田美樹: “保育・教職実践演習

（幼）の主体的な学びの効果③－自修時間と意識の変化

の関連から－”, 岡崎女子大学・岡崎女子短期大学研究紀

要, 第 52 巻, pp.111-119 (2019) 

(8) 白石和也, 宮原拓也, 加藤研太郎: “高島恵実習の到達目

標の達成に影響する実習指導要因の検討:—学生による

実習の到達目標の達成度に対する 自己評価と実習指導

に対する評価から—“, 理学療法科学, 第 33 巻, 第 2 号, 

pp.347-352 (2018) 

(9) 酒井浩二, 小澤千晶, 土居淳子, 阿部一晴, 乾明紀: “初

年次教育におけるレポート作成の指導法とルーブリッ

ク評価によるフィードバックの効果”, 日本教育工学会

研究会報告集, JSET19-3, pp.129-134 (2019a) 

(10) 吉田咲子, 酒井浩二: “チーム活動における学修成果の可

視化とフィードバックによる変容”, 京都光華女子大学・

京都光華女子大学短期大学部研究紀要, 第 57 号, pp.97-

108 (2019) 

(11) 和島孝浩, 佐々木千夏, 椎名澄子, 北島滋: “社会人基礎

力を用いたディプロマポリシーの検証法”, 旭川大学短

期大学部紀要, 第 49 巻, pp.65-79 (2019) 

 

－234－



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




